
1988年出上の木簡

奈
良
・
平
城
京
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
市
二
条
大
路
南

一
丁
目

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
八
年

（昭
６３
）
四
月
ｉ

一
九
八
九
年
三
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
町
田
　
単早

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代
を
平
安
時
代
初
期

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

デ
パ
ー
ト
の
建
設
に
先
立
つ
調
査
で
、
平
城
京
左
京
三
条
二
坊
の
一
。
二

・

七

・
八
坪
に
わ
た
る
約
三
万
ポ
を
対
象
と
し
て
、　
一
九
八
六
年
九
月
か
ら
発
掘

を
開
始
し
、　
一
九
八
九
年
九
月
に
一
連
の
調
査
は
完
了
し
た
。

調
査
地
全
体
の
遺
構
は
敷
地
利
用
の
単
位
が
四
町
↓

一
町
↓
四
町
↓

一
町
と

変
化
す
る
こ
と
に
注
目
し
て
、
Ａ
を
Ｄ
の
四
時
期
に
大
別
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
お
お
よ
そ
の
年
代
は
、
Ａ
が
奈
良
時
代
前
半
、
Ｂ
が
中
頃
、
Ｃ
が
後
半
、

Ｄ
は
奈
良
時
代
末
か
ら
平
安
初
頭
を
考
え
て
い
る
。

一
九
八
七
年
度
以
前
に
出
上
し
た
木
簡
の
概
要
に
つ
い
て
は
既
に

『
木
簡
研

究
』

一
〇
号
で
報
告
し
た
の
で
く
り
か
え
さ
な
い
。
ま
た
、　
一
九
八
八
年
度
は

一
坪
東
半
部
と
二
坪
北
半
部
及
び
周
辺
の
道
路
側
溝
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ

た
が
、
そ
れ
ら
の
遺
構
お
よ
び
遺
物
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
ふ
れ
る
余
裕
が
な
い

の
で
、
関
係
文
献
等
に
ゆ
ず
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
対
象
を

一
九
八
八

年
度
の
調
査
の
う
ち
、
木
筒
が
出
上
し
た
遺
構
に
限
定
す
る
。

一
九
八
八
年
度
調
査
で
出
上
し
た
木
簡
の
出
土
遺
構

ｃ
〓
頁
図
参
照
）
と
八

九
年
九
月
迄
の
整
理
で
確
認
し
た
点
数
概
略
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

八
坪
東
南
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
四

（約
一一一五
〇
〇
〇
点
）、　
東
二
坊
坊
間
路
西

側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
〇
二

（約
四
〇
〇
点
）、
お
な
じ
く
東
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ

一
（七
点
）、

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
〇

（約
二
〇
〇
〇
点
）、　
三
条
条
間
北
小
路
北
側
溝
ｓ
Ｄ
Ｏ

一

二

全
一点
）、　
北
面
築
地
の
北
雨
落
溝
Ｓ
Ｄ
一
五
六

（
一
点
）、
　
一
坪
東
端
の
不

整
形
土
羨
Ｓ
Ｋ
一
六
三

（
一
二
点
）、
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
二
三

（四
点
）、
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ

五
八

（
一
点
）、
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
八
八

全
一点
）、
井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
九
六

公
一点
）、
井
戸

Ｓ
Ｅ
一
〇
六

盆
点
）、
井
戸
Ｓ
Ｅ
ご

天

全
点
）、
井
戸
Ｓ
Ｅ
三

三

全
点
）、

井
戸
Ｓ
Ｅ
一
四
八

（五
点
）
で
あ
る
。

以
下
主
要
な
木
簡
出
土
遺
構
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

南
北
濤
Ｓ
Ｄ
〇
一
四

八
坪
の
東
南
隅
に
位
置
す
る
南
北
に
長
い
溝
で
あ
る
。
幅
三
を
三

・
四
ｍ
、

長
さ
は
二
七
ｍ
で
あ
る
。
深
さ
は
遺
構
面
か
ら
約
○

・
八
ｍ
あ
る
。
堆
積
は
四

層
に
分
か
れ
、
上
か
ら

「茶
褐
色
粘
質
土
層
」
「暗
褐
色
粘
土
層
」
「木
暦
層
」

「粘
土
滉
り
灰
色
砂
質
土
層
」
と
な
る
。
こ
の
う
ち
の
木
暦
層
は
約
三
〇
伽
の

厚
さ
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
大
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
。

溝
は
南
北
両
端
は
途
切
れ
て
お
り
、
土
層
の
状
況
も
流
れ
た
痕
跡
を
見
い
だ

し
が
た
い
。
木
暦
層
よ
り
上
の
二
層
の
土
は
堆
積
土
と
い
う
よ
り
は
埋
土
と
考



え
ら
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に
廃
絶
し
た
ご
み
捨
用
に
掘
整
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
出
土
遺
物
は

一
括
資
料
と
判
断
さ
れ
る
。

木
筒
に
記
す
年
紀
は
和
銅
四
年

（七
一
こ
？
霊
亀
二
年

（七
三
◇

の
間
に
お

き
ま
り
、
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
四
は
Ａ
期
の
四
町
占
地
の
時
期
に
あ
た
る
。

東
三
坊
坊
間
路
西
側
溝
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
ニ

調
査
区
の
東
辺
で
検
出
し
た
南
北
溝
で
、
濤
幅
二
を
三
ｍ
、
深
さ
○

・
九
―

一
・
三
ｍ
あ
る
。
濤
は
数
箇
所
に
わ
け
て
検
出
し
、
合
せ
て

一
三
〇
ｍ
分
を
発

掘
し
た
。
溝
の
堆
積
は
四
層
に
分
か
れ
る
が
、
最
上
層
は
溝
を
埋
め
た
上
で
、

そ
の
下
の
三
層
が
流
れ
に
と
も
な
う
堆
積
上
で
あ
る
。
木
簡
は
こ
の
三
層
か
ら

樹
上
し
て
い
る
。
木
簡
に
記
す
年
紀
は
和
銅
八
年

（七
一
五
）ぞ
天
平
元
年

（七

二
九
）
で
あ
る
が
、
天
平
元
年
が
多
い
。

東
西
溝
Ｓ
Ｄ
一
六
〇

二
条
大
路
の
南
端
を
大
路
に
沿

っ
て
東
西
に
走
る
東
西
濤
で
あ
る
。
当
初
は

二
条
大
路
の
南
側
溝
で
は
な
い
か
と
考
え
た
が
、
東
端
は
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
二
の
一
。

三
ｍ
西
で
途
切
れ
、
西
端
も

一
坪

・
八
坪
の
境
で
止
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
途
中

で
流
入

。
流
出
す
る
施
設
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ｔ
れ
も
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
四
と
同

様
に
短
期
間
に
埋
め
ち
れ
た
ヽ
の
で
Ｓ
Ｄ
Ｏ

一
四
と
同
性
格
の
も
の
で
あ
る
。

溝
幅
二

・
六
ｍ
、
深
さ
○

。
九
ｍ
で
、
全
長

一
二
〇
ｍ
を
ほ
ぼ
完
掘
し
た
。
溝

は
四
層
に
分
か
れ
、
最
上
層
は
埋
め
立
て
の
上
で
奈
良
時
代
後
半
の
遺
物
を
含

む
が
、
堆
積
土
は
下
の
三
層
で
、
木
簡
は
す
べ
て
こ
の
三
層
か
ら
出
土
し
た
。

木
簡
に
記
す
年
紀
は
天
平
三
年

（七
三
こ
ぞ

一
〇
年
で
、
特
に
天
平
七

・
八
年

が
多
い
。
な
お
、　
一
九
八
九
年
度
の
調
査
で
あ
る
が
、
こ
の
溝
と
二
条
大
路
を

は
さ
ん
だ
対
称
の
位
置
、
つ
ま
り
大
路
の
北
端
に
も
両
端
が
途
切
れ
た
東
西
溝

が
確
認
さ
れ
、
や
は
り
天
平
八
年
前
後
の
年
紀
を
多
く
含
む
木
簡
が
出
上
し
て

い
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。

８
　
木
簡

の
釈
文

・
内
容

南
北
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
四

（今
回
の
木
簡
は
、
上
端
な
い
し
下
端
付
近
に
穿
孔
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
そ
こ
で

穿
孔
の
あ
る
位
置
に

「
Ｏ
」
印
の
み
を
付
し

（穿
孔
）
の
注
記
は
省
略
し
た
。
）

ω
　
一
「
雅
楽
寮
移
長
屋
王
家
令
所
群
簿
嗣
駆
籐
触
　
　
」

。
「
故
移

十
二
月
十
四
日

少
属
白
鳥
史
豊
麻
呂

少
允
船
連
豊
　
　
　
」］
〕
Φ
×
∞
『
採
∞
　
⇔
卜
‐

②
　
。
「
ｏ
吉
備
内
親
王
大
命
以
符

婢
笛
入
女
進
出

□
同
回
」

。
「
ｏ
五
月
八
日
少
書
吏
国
足

家
令

家
扶
　
　
　
　
」

命
ω
ｅ

×
ｃ
ｅ

×
∞
　
ｏ
解

〔士口〕

０
　
。
「
ｏ
以
大
命
符

□
備
内
親
王

縫
幡
様
進
上
」

。
「
ｏ
使
文
老
末
呂

一
一月
十
二
日
巳
時
稲
栗

」
〕
Φ
Φ
×
］
⇔
×
∞
　
〇
岸
ド
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『
御
』
　
　
　
　
　
　
　
『
加
』

橡
煮
遣
絶
対
匹
之
中
伊
勢
絶
十
匹
大
服
煮
令
井
匹
宮
在
絶
十
匹
井
対
匹
煮
今
急
々
進

『
山
方
王

ｏ
以
大
命
符

麟
跡

等
　
白
褥
取
而
進
出
　
亦
努
若
翁
御
下
難
♂
辛
櫃
皆
進
出
』
　

　

　

曽

出
　
又
林
若
翁
帳
内
物
万
呂
令
持
煮
遣
絶
二
匹
急
進
出
浄
味
片
絶
持
罷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「

御

揮

代

串

絶

易

絶

進

出

又

志

我

山

寺

都

保

菜

造

而

遣

若

反

者

遣

支

鏡

鈴

直

彼

行

。
大
御
物
王
子
御
娩
ピ
土
器
元
故
此
急
進
上
珪
剛
嗣
鮒
引
酷
辮
離
阻
和
嗣
充
羽
嶋
又
塙
ぱ
召
進
出

附
田
辺
史
地
主

家
佃
月
十
七
麺
扶
」

「
ｏ
移
　
政
所
　
各
兄
麻
呂
之
厭
用
糸
十
五
絢
布
十
五
常

『
遣
北
御
倉
録

一
勾
蔵
録

一
塩
殿
銹
勾
右
三
』

「
ｏ
右
糸
布
者
若
翁
御
物
交
易
糸
布
用
又
米
交
易
数
記
進
上

附
畑
肝
魂
膀
耀
石
角
」

二

「
ｏ
移

奈
良
務
所
専
大
物
皇
子
右
処
月
料
物
及
王
子
等
　
　
　
　
　
」

「
ｏ
公
料
米
進
出
附
紙
師
等
五
月
九
日
少
書
支
置
始
国
足

家
令

家
扶
」

「
ｏ
移

務
所

経
師
分
由
加
六
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

「
ｏ
附
秦
忌
寸
万
呂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドΦ９
×
誤
×
］
自
Φ

⑩
　
。「ｏ移
務
所
剛
噛
騨
際
路
甥
牒
蹄
胆
畔
剛
助
」

浄
賄
側
足

∞
⇔
Φ
×

∞
∞
×

卜

　

〇
牌
〕

「
ｏ
移

務

所

立

薦

三

枚

枢

珈

鰤

劇
飾

軌

麒

」

「
。
獣

傲

祠

版

部 一
詠

欺

斉

会

而

召

　
筵
朝
廿
日
」

∽
μ
∞

×

卜
∞
×

卜

　

〇
岸
Ｐ

∞〇卜
×
（〕⇔）
×
伽
　
〇
ドＰ
Ｘ

］
卜
Ｐ
Ｘ

∞
∞
×

∞
　

Ｏ
μ
ド

。
「
ｏ
移

司
所

米
元
故
急
々
進
上
又
滑
海
　
　
　
ｏ
」

。
「
Ｏ
藻

一
駄
進
上
急
々
附
辛
男
十
五
日
家
令
家
扶
ｏ
」

〕
Φ
Φ
×

∞
〕
×

卜
　

〇
牌
騨

」時
中
ヽ
×
（
〕
ｏ
）
×
∞
　
Ｏ
μ
ド



ヽ
ツ
ｈ
撃l19llDlle

「
移

山
背
御
薗
造
雇
人
対
人
食
米
八
斗
塩
四
升
可
給
＝

＝
難
榔
閣
臣
一一一狩
充
　
　
　
　
ｏ
」

「
畑
背
□
婢
女
子
米
万
侶
食
米
一
斗
五
升
和
銅
五
年

＝

＝
七
月
十
日
大
書
吏

扶

。
」

ヽ
］
『
×
∞
∞
×
卜
　
〇
ド
牌

「
進
出
灰
十
三
古
分
数
五
籠
小
刀

一
針
三
持

　

ｏ
」

「
参
出
辛
男

七
月
十
六
日
少
書
吏
置
始
国
足

家
従

『
廣
足
』

ｏ
」
μ∞∞
×
］卜
Ｘ
卜
　
Ｏμ牌

「
片
岡
交
易
進
上
細
々射
態
封
に
憩
束
右
十
四
尺
束

一直対
継
致
文
＝

＝
駄
二
匹
口
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
四
月
十
二
日

道
守
真
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

合
ω
じ

×
６
ｅ

ｘ
ω
　
Φ
∞
μ

「
ｏ
片
阿
進
上
蓮
葉
対
枚
絡
蝕
良

。
」

「
ｏ
　
女

一ハ
月
十
四
日

真
人
　
ｏ
」
　

　

　

岸『受
∞受
卜
ｏＦ

「
大
庭
御
菌
進
上
青
菜
六
十
束
駄
二
匹
東一
馬
各
対

ｏ
」

］『］
×
］∞
×
囀
　
Φ岸μ

「
耳
梨
御
田
司
進
上
研
館
蓼
鞠
吐
症
馳
一
把

右
四
種
進
上
婢
」

l19t81l191901
あ
で⑫④

「
間
佐
女

今
月
五
日
太
津
嶋

「
木
上
進
儒
米
四
斜

各
田
部
逆
」

「
十
二
月
十

一
日
忍
海
安
麻
呂
」

「
山
背
薗
司
　
進
上
嶽
報
瓢
萩
　

遣
諸
月
」

「
和
銅
七
年
十
二
月
四
日

大
人
　
　
」

「
山
背
御
田
十
町

可
個
人
功

×

「
今
薗
遣
四
百
汁
三

「
山
口
御
田
作
人
食
米

一
餅
塩
□

「
和
釦
八
年
四
月
九
日

「
自
西
店
進
上
米
十
斜

「
　
八
月
十
□

「
矢
口
司
進
上
意
比

一
斗

進
上
人
私
部
亥
万
呂
」

「
　
　
　
　
　
九
月
十

一
日
太
津
嶋
　
　
　
　
」］ΦΦ×
∞∞
×
い　
０ドド

「
佐
保
解

進
生
董
弐
拾
根

「
額
田
児
君

和
銅
八
年
八
月
十

一
日
付
川
瀬
造
床
呂

６
卜
∪

×
Ｏ
ｅ

×
∞
　
ｏ
∞
μ

∞
卜
Φ

×

］
∞
×

ヽ

］
〇
∞

×

〕
Φ
×

］
　

Ｏ
μ
μ

〕
∞
∞

Ｘ

∞
〇
×

卜
　

〇
ド
ド

ｘ

（示
ｅ
ｘ
（υ
×
ω
　
ｏ
‘

Ｏ

］
じ

×

台

じ

×

い
　

Φ
μ
Φ

（
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②
　
　
「
進
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右
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□
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□
應
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狛
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狛
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狛
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□
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古
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ｏ
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司
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秦
大
□

「
＜
　
和
銅
七
年
十
月

（〕卜∞）Ｘ
中ω×
ヽ
　
ｏ∞ｏ

「
＜
上
総
国
武
昌
郡
高
舎
里
荏
油
」

「
＜
四
升
八
合

和
銅
六
年
十
月

」

騨ドい×
騨Φ×
卜　
〇∞］

「
＜
尺
太
郡
穴
里
大
伴
志
伊
俵
」

畔
ω
〕
×
］
］
×
卜
　
〇
∞
〕

「
犬
上
郡
甲
良
里
前
子
位
戸
」

「
米
六
斗
　
　
　
　
　
　
　
」

「
蒲
生
郡
西
里
　
　
」

「
三
家
人
廣
麻
呂
俵
」

洋
］
ω
×

μ
∞
×

∞
　

〇
∞
μ

「
＜
高
嶋
郡
川
□
里
人

「
＜
丸
部
臣
安
万
呂
口
国
　
　
　
　
　
　
　
　
（康
Ｘ
�斐
〕
Φ路

一
コ
φ

×

〕
ヽ
×

∞
　

〇
枷
μ

1891 1881

「
越
前
国
江
沼
郡
々
里
葛
木
直
安
倍
五
斗
」

「
江
沼
臣
小
□
五
斗

丼

一
石
　
　
　
　
」

〔益
と

「
丹
生
郡
中
山
里
白
米

一
石
」

「
和
銅
七
年
　
福
長
国
万
呂
」
　
　
　
　
　
　
ド∞支
〕支
∞

「
坂
井
郡
石
木
部
里
戸
主
五
百
木
部
否
手
」

「
一
石
古
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　

μミ寮
μ実
］

「
＜
丹
波
国
何
鹿
高
津
里
佃
刊
談
賜
珊
嶺
村一
斗
五
升
＜
」

【公
己

］
∞
］
×
∞
『
Ｘ
ト

「
＜
丹
後
国
小
堅
魚
十
連
」

「
＜
但
馬
国
阿
相
郡
刀
我
里
大
贄

一
斗
五
升
」

「
＜
都
□
□

七
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
」

］∞巽
岸貿
ω
ｏ駕

「
＜
出
雲
国
大
原
郡
矢
代
里
大
贄
騰
壱
斗
伍
升
＜
」
μ
Φ
Ｏ
×
囀
Ｏ
Ｘ
卜
　
Φ
∞
μ

「
＜
隠

伎

国

肺
綿
郵
殊
々
里

軍
布

六
斤

＜
」
　

　

ドヽ
寮

］巽

卜

霞

〕
〇
⇔

Ｘ

〕
Φ
Ｘ

∞
　

〇
伽
ド

μ
Φ
∞

×

］
卜
×

伽
　

Φ
∞
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「
＜
美
作
国
英
多
郡
大
野
里
鉄

一
連
＜
」
　

μ『寮
Ｏ
Ｗ
中
目

。
「
＜
備
後
国
葦
田
郡
葦
田
里
」

。
「
＜
氷
高
親
王
宮
春
税
五
斗
」
　
　
　
　
　
　
μΦ巽
∞費
⇔
⇔密

「
＜
周
防
国
大
鳴
郡
務
理
里
日
下
部
小
籠
御
調
塩
三
斗
」

］トド×
やヽ
×
卜　
〇∞∞

「
＜
周
防
国
大
嶋
郡
屋
代
里
田
部
表
御
調
塩
三
斗
」中『〇×
∞∽
×
⇔
　
〇∞∞

。
「
＜
周
防
国
吉
敷
郡
神
前
里
戸
主
蘇
宜
部
恵
．酌
儲
三
斗
＜
」

。
「
＜
　
和
銅
七
年
十
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
」

や卜ヽ
×
∞〇
×
∞
　
〇∞Ｐ

「
＜
紀
伊
国
元
漏
郡
太
海
細
螺
八
升
＜
」
　

　

］『貿
］契
ヽ
霞

「
＜
阿
波
国
贄
切
海
藻
ゴ
＜
」
　
　
　
　
　
　
μ『実
］受
⇔
目

「
阿
夜
郡
氏
部
里
白
米
五
斗
」
　
　
　
　
　
　
岸ф要
岸受
い
冒

「
＜
伊
予
国
越
智
郡
□
戸
里
大
贄

一
雑
謄
」
　

∞『受
中受
い
ｏ舘

。
「
＜
余
戸
里
御
調
塩
三
斗
＜
」

。
「
＜
　

一
斗
五
升
　
　
　
＜
」
　
　
　
　
　
　
μμ巽
】受
卜
ｏ解

「
夏
鰻
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ受
μ貸
］
ｏ盟

＜ｌｏ

　

「
＜
鮒
魚
井
三
名
古
魚
三
」
　

　

　

　

　

　

　

ドト貸
］貿
∞
ｏ協
　

６

一
つ
の
遺
構
か
ら
三
万
点
を
は
る
か
に
超
え
る
量
の
木
簡
が
出
土
し
た
こ
と

自
体
空
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
価
値
が
あ
る
の
は
、
全
体
の
遺
物

を

一
括
資
料
と
し
て
扱
え
る
こ
と
に
あ
る
。
遺
構
が
前
述
の
よ
う
に
ご
く
短
期

間
の
う
ち
に
廃
絶
し
た
状
況
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
が
邸
宅
を
囲
む
塀

の
内
側
に
あ
る
た
め
、
他
の
場
所
か
ら
の
混
入
と
い
う
可
能
性
を
ほ
と
ん
ど
考

え
な
く
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
木
簡
群
が
塀
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
た
中
の

施
設
に
集
約
さ
れ
た
も
の
が
、
年
紀
の
最
も
新
し
い
霊
亀
二
年
末
か
ら
程
遠
く

な
い
時
期
に
ま
と
め
て
捨
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

木
簡
全
体
の
構
成
は
文
書
様
木
簡
、
付
札
（荷
札
・
物
品
付
札
）、
そ
の
他
と
い

っ
た
各
種
の
木
簡
が
出
上
し
て
い
る
が
、
文
書
様
木
簡
の
比
率
が
高
い
。
そ
の

文
書
様
木
筒
は
内
容
か
ら
四
つ
に
区
分
で
き
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
一
は
他
の
機

関
か
ら
発
掘
地
宛
に
出
さ
れ
た

「移
」
「符
」
等
の
文
言
の
あ
る
文
書
木
簡
、
そ

の
二
は

「進
上
」
「進
」

等
の
文
言
の
あ
る
木
簡
、

そ
の
三
は
米
を
支
給
し
た

時
の
帳
簿
木
簡
、
そ
の
四
は
官
人
の
考
課
や
上
日
を
記
し
た
も
の
等
そ
の
他
の

木
衝
で
あ
る
。
木
簡
の
配
列
は
お
お
む
ね
こ
の
順
と
し
た
が
、
以
下
掲
載
木
衝

の
概
略
を
述
べ
る
。

①
ｌ
⑫
は
、
他
の
機
関
か
ら
発
給
さ
れ
た
文
書
木
簡
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ω

は
雅
楽
寮
か
ら
平
群
朝
臣
広
足
な
る
人
物
の
派
遣
を
依
頼
し
た
木
簡
で
あ
り
、

宛
先
は

「長
屋
王
家
令
所
」
と
な

っ
て
い
る
。
②
は
長
屋
王
の
妻
の
吉
備
内
親
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王
か
ら
の
命
令
で
あ
り
、
こ
こ
に
署
名
し
て
い
る
少
書
吏
国
足
を
手
が
か
り
に

す
る
と
、
⑥
も
ま
た
吉
備
内
親
王
か
ら
発
給
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
あ

る
。
①
ｉ
⑫
の
中
に
は
同
様
の
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑬
ｉ
の
の
木
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
菌
司

。
御
田
司
な
ど
か
ら
野
菜
等
を
進
上
し
た

と
き
の
木
筒
で
あ
る
。
こ
う
し
た
進
上
状
も
数
多
く
出
上
し
て
い
る
が
、
い
ず

れ
も
大
和
お
よ
び
そ
の
周
辺
に
お
か
れ
た
薗
や
田
か
ら
の
文
書
木
簡
と
い
う
形

を
と
り
、
⑬
と
ω
に
み
え
る
忍
海
安
床
呂
の
例
な
ど
か
ら
考
え
て
、
送
り
手
の

責
任
者
は
本
司
の
あ
る
発
掘
地
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
人
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

つ
ま
り
直
接
経
営
す
る
土
地
が
各
所
に
あ

っ
て
、
そ
こ
か
ら
物
品
を
送
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
を
④
の
よ
う
に
都
郡
に
氷
室
が
あ
り
、
そ
れ
を
直
接

管
理
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
な
ど
、
王
族
の
家
政
経
済
を
窺
わ
せ
る
史
料
が

多
い
。

①
ｌ
⑪
は
米
の
支
給
を
記
す
が
、
こ
れ
ら
は
食
料
担
当
官
の
も
と
に
保
管
さ

れ
た
支
給
の
帳
簿
の
木
簡
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
記
さ
れ
た
被
支
給
者
と
し

て
は
、
ま
ず
吉
備
内
親
王
や
、
石
川
大
刀
自
、
安
倍
大
刀
自
と
い
っ
た
長
屋
王

の
妻
妾
と
、
親
族
関
係
を
確
認
で
き
る
も
の
は
少
な
い
も
の
の
王
の
一
族
と
考

え
ら
れ
る
者
が
多
数
い
る
。
さ
ら
に
親
族
以
外
に
も
多
く
の
人
々
を
抱
え
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
家
政
機
関
の
役
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
帳
内

・
仕
丁

・
少

子
と
い
っ
た
雑
用
係
、
鋳
物
師

・
銅
造

・
皮
作

・
沓
縫
と
い
っ
た
職
人
、
経

師

・
書
法
模
人

・
峡
師
と
い
っ
た
写
経
関
係
か
と
思
わ
れ
る
人
々
、
僧

。
尼

・

医
者

・
奴

・
婢
等
々
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

家
政
機
関
の
組
織
も
復
元
が
可
能
と
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
古
代
に
お
け
る
貴

族
の
家
の
あ
り
か
た
が
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
吉
備
内
親
王
の
居
所
に
関
し
て
は
①
に
み
え
る

「北
官
」
の
語
が
注

目
さ
れ
る
。
北
官
が
吉
備
内
親
王
の
官
で
あ
る
と
い
う
通
説
に
従
え
ば
、
こ
の

木
簡
は
吉
備
内
親
王
の
官

へ
送
ら
れ
た
も
の
と
な
る
。
こ
う
し
た
木
筒
は
長
屋

王
と
吉
備
内
親
王
の
同
居
を
一異
付
け
る
材
料
と
も
な
る
が
、
両
者
の
同
居
の
あ

り
か
た
や
、
当
時
の
地
位
か
ら
み
て
と
も
に
所
有
し
て
い
た
は
ず
の
家
政
機
関

相
互
の
関
係
、
両
森
の
経
済
基
盤
な
ど
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

荷
札

・
付
札
木
簡
に
も
い
く
つ
か
の
特
徴
が
み
ら
れ
る
。
①
は
長
屋
王
の
官

に
対
し
て
ア
フ
ビ
が
贄
と
し
て
運
ば
れ
た
と
き
の
荷
札
で
あ
る
。
こ
う
し
た
木

筒
と
前
年
度
出
土
し
た

「長
屋
皇
官
」
の
木
簡
等
と
を
あ
わ
せ
考
え
る
と
、
荷

札
木
簡
に
宛
先
を
記
す
と
い
う
類
型
を
設
定
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

⑭
ｉ
皿
は
貢
進
地
を
示
す
荷
札
の
木
簡
で
あ
る
が
、
今
回
の
荷
札
木
簡
貢
進

国
に
は
著
し
い
偏
り
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
国
の
種
類
を
例
示
す
る
た
め
に

掲
載
木
簡
を
選
択
し
た
が
、
点
数
と
し
て
み
る
と
、
二
〇
国
以
上
の
貢
進
国
の

う
ち
周
防

。
近
江

・
越
前
の
三
カ
国
で
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
そ

の
う
ち
、
周
防
の
塩
の
木
簡
は
００
を
い
に
み
る
よ
う
に
荷
札
と
し
て
の
書
式
を

比
較
的
整
え
て
い
る
が
、
近
江
な
ど
は
⑩
ぞ
①
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
国
名

・

個
人
名

・
税
日

・
年
月
な
ど
を
省
略
し
て
い
る
の
が
日
に
つ
く
。
こ
う
し
た
特

徴
は
、
あ
る
い
は
長
屋
王
あ
る
い
は
吉
備
内
親
王
と
密
接
な
関
わ
り
の
あ
る
封

戸
の
可
能
性
も
あ
ろ
う
。



な
お
、
発
掘
地
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
前
年
度
出
土
の

「長
屋
皇
官
」
木

簡
や
今
回
の
北
宮
関
係
の
木
簡
な
ど
か
ら
み
て
、
長
屋
王
と
吉
備
内
親
王
の
居

住
地
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
き
わ
め
て
蓋
然
性
が
高
い
。
ま
た
、
Ａ
期
と
し
た
遺

構
が
、

長
屋
王
の
変
以
前
に
は
大
き
く
改
編
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
『
続
日

本
紀
』
神
亀
六
年
二
月
壬
申
条
で
舎
人
親
王
ら
が
窮
問
し
、
吉
備
内
親
王
や
子

弟
と
共
に
自
害
し
た

「長
屋
王
宅
」
が
、
こ
の
地
で
あ

っ
た
と
い
う
推
定
は
成

立
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
発
掘
地
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
木
簡
の

整
理
が
ま
だ
ご
く

一
部
で
あ
る
こ
と
も
あ

っ
て
、
な
お
多
く
の
問
題
を
含
ん
で

お
り
、
そ
れ
ら
の
検
討
も
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

東
二
坊
坊
問
路
西
側
濤
Ｓ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
ニ

①
　
。
「
謹
牒

厨
務
所

□
本
清
二
升
許
　
　
　
　
　
　
」

。
「
右
為
薬
分
之

天
平
元
年
八
月
十
八
日
期
購
若
麻
呂
」

］
〇
ミ
×
］
Φ
Ｘ
∞

②

　

「
＜
若
狭
国
遠
敷
郡
青
郷
御
贄
胎
貝
富
□
弄
作
一
回
」μ
卜
∞
×
〕
『
×
∞

東
西
濤
Ｓ
Ｄ
一
大
Ｏ

ω
　
。
「
八
年
八
月
以
来
　
　
　
　
」

名

贄
帳

　

『
同
国
』
（天
地
逆
こ

（題
箋
軸
）
　

　

∞い斐
中受
ミ
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μ
Ｐ
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ω
庫

12)14)(61(71

「
左
京
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鼠
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頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

「
一――

日

一・

少
進
正
七
位
上
勲
十
二
等
春
日
蔵
首

『
大
市
』
」

や〇ド
×
（中Φ）
×
ω

「
＜
芳
野
幸
行
貫
費
不
用
　
　
」

「
＜
　
天
平
八
年
七
月
十
五
日
」
　
　
　
　
　
Ｈ∞実
�賃
∞

「
岡
本
宅
　
進
上
栗
子

一
升
二
合
　
　
」

「
　
　
天
平
八
年
八
月
七
日
田
□
久
世
万
呂
」
　

　

μ『受
∞援
ヽ

「
山
房
解

申
返
抄
米
二
斗

菜

一
櫃

返
上
麟
一袖
」

下□
野ヘ

簡
晏

］
『
枷
×

］
『
×

】

合

七

人

合

『
鬱

×

中
∞
×

］

「
丁
壬
生
部
己
床
付
魂
獄
盤
撒
騨
月
十
一
日
僧
延
福

」

「二
門
へ眈恥
皇
后
官

「
抗
形
五
十
日

直
十
五
文

片
盤
百
口
　

五
十
文

片
培
五
十
日

十
文

「
陶
大
椀
四
口

十
一一文

洗
盤
二
　
　
十
一
文

大
盤
十
日

十
七
文

高
ネ
十
日

十
七
文

足
附
大
椀
十
日

十
八
」」岸

ゆ
Φ
×
卜
］
×
卜
　
一
μ
μ

Ｏ
μ
Φ



1988年出上の木簡

「
＜
天
平
八
年
七
月
十
六
日
残
銭
□
□

一
貫

一
百
七
十
九
文
中
鮭
五
隻
直
百
文
使
乙
猪
知

高
典
又
古
鯖
直
五
十
文
使
五
百
嶋
知
熊
毛
十
七
日
遣
網
曳
二
百
文
受
少
進
宣
熊
毛
又
先
用
代
料

五
十
文

高
市
年
埜
貝
之
知
熊
毛
十
八
日
智
識
料
四
百
文
知
大
春
大
夫
熊
毛
八
月
九
日
鴨
帥
羽

百
文

受
上ハ人
目
足
又
三
羽
直
七
十
五
文

受
国
足
宣
大
春
日
□
□

十
二
日
三
百
文

腰
期
女
　
　
　
」

「
＜
宣
大
春
日
大
夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

⑨

　

「
＜
筑
紫
大
宰
進
上
肥
後
国
詫
麻
郡
×
　
　
　
（Ｓ

溢
要
］
ｏ器

∞
ｏ
ｏ

×

］
Φ
Ｘ

い
　

ｏ
∞
�

⑭
　
。
「
＜
武
蔵
国
足
立
郡
土
毛
蓮
子

一
斗
五
升
」

。
「
＜
　
天
平
七
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
」
　

μ伽受
］受
ф
ｏ驚

Ｓ
Ｄ
一
六
〇
の
木
簡
は
長
屋
王
没
後
の
木
簡
群
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
四
出
土

の
木
簡
と
比
べ
る
と
、
そ
の
構
成
や
書
式

・
内
容
が
よ
り
平
城
宮
木
簡
に
近
い

と
い
え
る
。
特
徴
の
一
つ
は
荷
札
木
簡
の
比
率
が
高
い
こ
と
で
あ
り
、
中
で
も

贄
の
木
簡
が
ま
と
ま
っ
て
出
上
し
て
い
る
。
⑫
の
よ
う
な
参
河
国
播
豆
郡
の
海

部
が
貢
進
す
る
贄
木
簡
は
ま
さ
に
平
城
官
出
上
の
木
簡
と
同
じ
書
式
で
あ
り
、

参
河
の
贄
木
簡
の
出
土
は
こ
れ
ま
で
の
出
土
点
数
に
匹
敵
す
る
。
参
河
に
限
ら

ず
⑫

・
⑬
の
よ
う
に
、
贄
関
係
木
簡
は
多
数
に
の
ぼ
る
。
従
来
よ
り
、
平
城
宮

に
お
け
る
贄
の
木
簡
出
土
地
点
が
、
内
一暴
周
辺
お
よ
び
東
廃
地
区
と
い
う
よ
う

に
天
皇
に
関
係
の
深
い
場
所
に
集
中
し
、
そ
れ
が
贄
の
貢
進
物
と
し
て
の
性
格

を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回
の
よ
う
に
宮
外
か

ら
大
量
に
贄
の
木
簡
が
出
上
し
た
こ
と
は
、
長
屋
王
没
後
の
こ
の
周
辺
の
土
地

【斤
≧

⑩

　

×
床
郡
殖
種
子
紫
車
伍
拾
□

□
□

含

じ

×

ド
∞

ｘ

∞
　

ｏ
解

⑪
　
。
「
＜
伊
豆
国
田
方
郡
棄
妾
郷
許
保
里
戸
主
宍
人

マ
君
麻
呂
口
＝

＝
宍
人

マ
宿
奈
麻
呂
調
荒
堅
魚

一
斤
十
五
両
絋
連
四
＜
」

。
「
＜
　
天
平
七
年
十
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＜
」

∞
『
〇
×
∞
卜
×
］
　
〇
∞
解

⑫

　

「
＜
参
河
国
播
豆
郡
篠
嶋
海
部
供
奉
七
月
料
御
贄
佐
米
楚
割
＝

＝

六

斤

＜

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

］
頓
要

岸
貿

卜

霞

⑬
　
・
「
＜
若
狭
国
遠
敷
郡
木
津
郷
御
贄
賄
貝
紳

一
蝙
」

。
「
＜

『
木
津
里
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」Ｐ
⇔
∞
×
］
Φ
×
い
　
Φ
∞
中



利
用
を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

荷
札
木
簡
で
は
、
そ
の
品
目
が
海
産
物
が
多
く
、
国
別
に
み
る
と
０
を
は
じ

め
と
し
て
伊
豆
が
最
も
多
い
。
伊
豆
の
荷
札
は
今
年
度
分
だ
け
で
三
〇
点
近
い

が
、
い
ず
れ
も
天
平
七
年
の
も
の
で
あ
り
、
同

一
国
の
同
年
の
木
筒
ど
う
し
を

比
較
検
討
し
う
る
と
い
う
き
わ
め
て
良
質
な
資
料
と
な

っ
て
い
る
。

他
に
、
⑭
の
木
簡
で
は

「土
毛
」
と
い
う
税
目
を
記
す
が
、
令
に
規
定
は
あ

る
も
の
の
、
木
簡
と
し
て
は
初
の
例
と
な
る
。
貢
進
物
と
し
て
の
蓮
子
と
い
う

の
も
珍
し
い
。

文
書
木
衝
は
内
容
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
①
は

『
続
日
本
紀
』
に
み
え

る
天
平
八
年
六
月
二
七
日
か
ら
七
月

一
三
日
に
か
け
て
の
聖
武
天
皇
の
吉
野
行

幸
に
関
わ
る
木
簡
で
あ
る
。
⑤
の

「山
房
」
は
、
東
大
寺
の
前
身
と
な
る
金
鐘

山
房
で
あ
ろ
う
。
『
東
大
寺
要
録
』
に
よ
れ
ば
、
僧
延
福
は
の
ち
に
東
大
寺
大

仏
開
眼
会
で
読
師
を
務
め
て
い
る
。
①
は
魚
等
を
購
入
し
た
こ
と
を
示
す
帳
簿

状
の
木
簡
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
み
え
る
宍
人
国
足
は
天
平
勝
宝
二
年
八
月
二
八

日
の

「造
東
大
寺
司
解
」
翁
大
日
本
古
文
書
』
一一五
十
三
≡
σ

に

「大
膳
職
膳

部
」
と
し
て
登
場
す
る
者
と
同

一
人
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「網
曳
」
「少
進
」
の

語
と
あ
い
ま
っ
て
、
大
膳
職
の
木
簡
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

⑨

・
⑩
は
い
ず
れ
も
紫
草
の
進
上
木
衝
で
あ
ろ
う
。
同
材
、
同
筆
で
書
式
も

同
じ
と
判
断
さ
れ
る
木
簡
が
他
に
数
点
あ
り
、
西
海
道
諸
国
か
ら
集
め
ら
れ
た

紫
車
を
京
進
す
る
際
に
、
大
宰
府
に
お
い
て

一
括
し
て
作
成
し
た
木
簡
ぐ
あ
ろ

いつ
。

以
上
の
よ
う
な
木
簡
の
特
徴
お
よ
び
長
屋
王
家
木
簡
と
の
対
比
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
溝
の
木
簡
群
は
個
人
の
邸
宅
の
木
簡
と
い
う
よ
り
は
Ａ
公
的
な
施
設
に
関

わ
る
木
衛
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
施
設
で
あ

る
の
か
に
つ
い
て
は
、
溝
の
性
格
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
二
条
大
路
上
の
溝
の

遺
物
が
ど
こ
か
ら
捨
て
ら
れ
た
の
か
、
溝
の
遺
物
を
全
体
と
し
て

一
括
資
料
と

考
え
て
よ
い
の
か
な
ど
、
検
討
課
題
が
多
く
、
に
わ
か
に
は
断
定
で
き
な
い
。

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
昭
和
六
三
年
度
平
城
官
跡
発
掘
調
査
部
発
掘
調

査
概
報
』
全

九
八
九
年
）

同

『
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報

０
一十
ご
』
全

九
八
九
年
）
（寺
崎
保
広
）
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▼1988年度木簡出土地

。本簡出土地
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